
平成30年11月5日
気象庁 地震火山部火山課 火山防災情報調整室

調査官 浦谷 純平

火山情報の紹介

気象・地震等の情報を扱う事業者等を対象とした

講習会資料 （第４回）
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本日の内容

 火山について

 火山災害について

 噴火警戒レベルについて

 火山に関する情報について
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 火山について
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熱・ガス

温泉
熱水

電磁気変化

噴気異常・熱異常
火山ガス放出量の増加、成分変化

地盤の隆起など（地殻変動）

地下水

発泡・脱ガス
マグマ上昇

火山性微動

マグマだまり（地下数ｋｍ～数十ｋｍ）

深部低周波地震
マグマの蓄積、上昇を捉えるために様々な観測を行っています

火山性地震

地震観測

電磁気観測

地殻変動観測
GNSS観測
傾斜観測
光波測距観測
ひずみ観測

目視観測
熱観測
火山ガス観測

■火山 火山活動によって生じた特徴的な地形及び構造のこと

噴火の前には、マグマや高温高圧の水蒸気が地表付近まで上昇するため、普段見られないような

様々な現象が発生します。
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 「活火山」とは
⇒ 概ね過去1万年以内に噴火した火山及び現在活発な噴気活動のある火山

（2003年に火山噴火予知連絡会によって定義）。火山噴火予知連絡会で選定

⇒  現在、国内に111の活火山（世界には約1500の活火山）があります。今後の調

査研究次第で、その数は増える（または減る）可能性があります。

気象庁では、活火山を対象に噴火警報・予報を発表しています

 「休火山」「死火山」
⇒ 火山の寿命は長く、歴史時代の噴火の有無だけで分類することは意味があり

ませんので、近年はこのような分類はしていません

（確率が低くても、活火山には、いつも噴火のリスクがあります）

 常時観測火山 （気象庁が火山活動を24時間体制で常時観測・監視している火山）

⇒ 活火山のうち、今後100年程度の中長期的な噴火の可能性及び社会的影響を踏ま

えて「火山防災のために監視・観測体制の充実等の必要がある火山」として、火山

噴火予知連絡会によって選定されています

⇒ 現在50火山あり、様々な観測施設（地震計、傾斜計、空振計、監視カメラ等）を整備

し、関係機関の協力も得て常時観測・監視しています。常時観測火山以外の活火

山でも火山活動が活発化すれば、機動観測による連続観測・監視を実施しています

活火山とは？
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気象衛星データ解析・利用技術研修資料

N32°

N28°

N24°

ベヨネース列岩
須美寿島
伊豆鳥島

西之島

海徳海山
噴火浅根
硫黄島
北福徳堆
福徳岡ノ場

南日吉海山

E140° E144°

指臼岳
小田萌山

渡島大島

茂世路岳
散布山

択捉焼山
ベルタルベ山

択捉阿登佐岳

爺爺岳

羅臼山
泊山

知床硫黄山

羅臼岳

アトサヌプリ

摩周

雌阿寒岳

大雪山

丸山
恵庭岳

有珠山

北海道駒ヶ岳

樽前山

恵山

倶多楽
恐山

岩木山

十和田
八甲田山

八幡平
岩手山

秋田焼山

栗駒山
鳴子

蔵王山

安達太良山

鳥海山

秋田駒ヶ岳

那須岳

日光白根山

赤城山
榛名山

富士山
箱根山

伊豆大島

伊豆東部火山群

新島神津島

八丈島

青ヶ島

弥陀ヶ原
焼岳

乗鞍岳
白山

御嶽山
磐梯山

燧ヶ岳

鶴見岳･伽藍岳

雲仙岳

霧島山

桜島

開聞岳

薩摩硫黄島

口永良部島

中之島

諏訪之瀬島

浅間山

妙高山

新潟焼山

ルルイ岳

利尻山

羊蹄山
ニセコ

肘折

沼沢

高原山

アカンダナ山

横岳
利島

御蔵島

孀婦岩

海形海山

日光海山

三瓶山

阿武火山群

由布岳

福江火山群

米丸･住吉池

若尊

池田･山川

口之島

吾妻山

:活火山（111火山）

:火山活動を24時間体制で監視している常時観測火山（50火山）

阿蘇山 三宅島

南西諸島

西表島北北東
海底火山

硫黄鳥島

九重山

草津白根山

雄阿寒岳

天頂山

札幌管区気象台
地域火山監視・警報センター

福岡管区気象台
地域火山監視・警報センター

仙台管区気象台
地域火山監視・警報センター

気象庁地震火山部
火山監視・警報センター

十勝岳

：噴火警戒レベルが運用されている火山（41火山）平成30年10月現在火山名

我が国の111活火山と50常時観測火山

男体山
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 過去２０００年間で国内の主な活火山で１１６２回噴火が発生しているとの研究成果

 噴出物量の多い大規模噴火は２０世紀は比較的少なく、100年近く発生していません

国内の主な活火山と過去２千年の噴火回数

（中村洋一ほか（2013） 参照）

１７世紀以降の噴出物量が３億立方メートル以上の大規模噴火

（藤井敏嗣 東京大学名誉教授 まとめ）

わが国の火山
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 火山災害について
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 国内

・雲仙岳（１７９２年） 山体崩壊・津波

死者約15,000人

・磐梯山（１８８８年） 山体崩壊

死者477人

・十勝岳（１９２６年） 火山泥流

死者・行方不明者144人

・雲仙・普賢岳（１９９１年） 火砕流 死者・行方不明者43人

・御嶽山（２０１４年） 噴石 死者・行方不明者63人

・草津白根山（２０１８年） 噴石 死者1人

 海外

・クラカタウ（インドネシア）（１８８３年） 爆発・津波 死者約36,000人

・プレー火山（中南米フランス領）（１９０２年） 火砕流 死者約28,000人

・ネバダデルルイス火山（コロンビア）（１９８５年） 火山泥流 死者約22,000人
9

1993～2017年の自然災害の犠牲者数
（平成30年版防災白書より）
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 噴火現象や規模が多様で、火山ごとに個性があります

 噴火と噴火の間隔が非常に長い場合があり、多くの場合

被害も火山周辺に限られるため遭遇することが稀です

 一度噴火すると長期化しやすい傾向があります

 噴火の前兆が観測できる場合があります

 噴火による被害を想定することは容易ではありません

 火山周辺は観光地化されている場合が多く、観光として

の社会的ダメージが比較的大きい特徴があります

火山災害の特徴



防災対策上、重要度が高い現象 ⇒ 事前の避難や入山規制が必要
（避難の時間的余裕がほとんどなく、生命に対する危険性が高い）

・・・ 大きな噴石、火砕流、融雪型火山泥流

その他の、避難体制で考慮する現象
・・・ 溶岩流、大量の降灰や小さな噴石、降雨で発生する土石流、火山ガス 等

11

避難体制構築の検討時に対象とする火山現象

溶岩流（伊豆大島） 火山ガス（三宅島）降灰（三宅島）

大きな噴石（浅間山） 火砕流（雲仙岳） 融雪型火山泥流（十勝岳）



噴火時の映像 桜島（2008年2月6日）



○ 現時点では
①火山噴火の発生時間・場所・噴火の規模
②噴火の様式、推移
③噴火の終息時期
を精度よく予測することは困難です

⇒噴火後の対症療法が中心であり、事前に予測に基づいた
対策をとることが困難。また、一度噴火するといつ終息する

かも事前に見通しがつきづらい

（復旧・復興に向けた活動開始の判断が難しい）

インドネシア・シナブン山 （東京大学地震研究所 中田節也教授）

【同⼀⽕⼭であっても、全く異なる規模・様式の噴⽕が発⽣】

火山災害対策の現在
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 気象庁による火山観測は、明治時代に始まり、昭和25年の火山観測法

刊行により火山業務が本格化。昭和40年に火山情報発表業務を正式に

開始。昭和49年には火山噴火予知連絡会を設置（事務局：気象庁）

 平成13年10月、それまで各地方気象台や測候所において実施してきた

火山業務を、「火山監視・情報センター」に集約し、24時間の監視・情報

発表体制を構築。技術力の維持・継承・向上のための体制を整備

 平成19年度、気象業務法を改正し、平成19年12月から、新たに噴火警

報及び噴火予報の発表を開始するとともに、噴火警戒レベルの運用を

開始し、以後、噴火警戒レベルを運用する火山の拡充に努めています

 平成28年4月に「火山監視・警報センター」へと体制を強化
14

気象庁における火山業務の経緯



 噴火警戒レベル
について
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 火山が噴火した時、どこまで危険なのか（この範囲に入ると生命が危険になる）、
避難等の防災対応が必要な範囲を示す物差し

 火山活動の状況に応じて「警戒が必要な範囲」と「とるべき防災対応」をレベル１
からレベル５まで区分して発表

 地元の火山防災協議会で共同で検討し、レベルに応じた「警戒が必要な範囲」と
「避難等のとるべき防災対応」が市町村・都道府県の「地域防災計画」に定められ
た火山で運用を開始しています。予め合意された範囲に対して迅速に避難勧告等の
防災対応をとることができ、噴火災害の軽減につながることが期待されます

 噴火の規模が小さくても居住地域まで影響する場合は高いレベルになります

噴火警戒レベル（H19．12 運用開始）

噴火警戒レベルに応じた段階的な「警戒が必要な範囲」
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火山活動の状況が「周
辺の住民等にとってど
のぐらい危険か」を示
しており、火山活動の
活発さを示す指標では
ございません！



※火山によって、レベル毎の警戒が必要
な範囲は異なります

噴火警報と噴火警戒レベルの解説

警戒が必要な範囲に応じて、警

報の名称を使い分けています

噴火警戒レベルに応じた

キーワードを用いています
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○ 火山情報の提供に関する検討会 （火山噴火予知連絡会） 報告（H27.3.26）

対象とする火山の活動が噴火警報の発表基準に達した場合には直ちに噴火警報を発表

するとともに、火山情報を地元関係機関や一般の人々が行動に結びつけることができるよう

な内容とするため、気象庁においては以下の措置をとることが求められる。

（１）噴火警報の発表基準の公表

どの様な場合に噴火警報を発表するか登山者等が認識できるよう、噴火警戒レベルの引

上げや引下げの基準等、噴火警報の発表基準を公表する。また、火山ごとの活動の特徴を

改めて整理し、御嶽山のような水蒸気噴火の可能性も踏まえた噴火警報の発表基準の精

査を行う。

 火山情報の提供に関する検討会の提言を踏まえ、各火山の噴火警戒レベルの判定基準を表
にしたものと判定基準の解説をまとめています

 地元の火山専門家と意見交換をしながら精査を行っており、精査が完了した火山から順次公
表しています。判定基準は火山防災協議会での合意事項になっています。判定基準は、現時

点での知見や監視体制を踏まえたものであり、随時見直しを実施しています

 基準を公表することで、レベル引き上げに至るまでの意識共有が進むことが期待され、防災機
関の対応準備等に資することができます

 平成28年３月25日に浅間山、御嶽山、桜島の判定基準を気象庁ホームページで公表を開始
し、

平成30年10月末現在で22火山で公表しています

 これまで観測されたことのないような観測データの変化があった場合や新たな観測データや知
見が得られた場合は、それらを加味して評価した上でレベルを判断することもあります

噴火警戒レベルの判定基準の精査と公表

18



噴火警戒レベルの判定基準

判定基準の例（浅間山） 判定基準の解説
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 火山に関する情報
について
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種 類 概 要

噴火警報、噴火予報

（H19.12 運用開始）

噴火警報は、噴火に伴って生命に危険を及ぼす火山現象の発生や

その拡大が予想される場合に発表する情報

噴火予報は、火山現象の状況が静穏である場合、あるいは噴火警

報には及ばない程度ではあるが火山現象の状況等を周知する必要

があると認める場合に発表する情報

火山の状況に関する解説
情報（臨時）

（H27.5 運用開始）

噴火警戒レベルの引上げ基準に達しない程度に火山活動が高まっ

たと判断した場合、または高まりが否定できない場合に「臨時」

であることを明記して発表する情報

火山の状況に関する解説
情報

発表中の噴火警戒レベル、火山性地震や微動の回数、火山活動の

状態及びその推移等とその解説事項等を伝える情報

火山活動解説資料
必要に応じて、噴火警報、火山の状況に関する解説情報(臨時)な

どを補足するために写真や図表を用いて解説する資料

噴火速報

（H27.8運用開始）

噴火の発生事実を迅速に発表する情報

【留意点】噴火が発生した事実をすぐに確認できない場合等では発表しないことがある

噴火に関する火山観測報 噴火が発生した時に、発生時刻や噴煙高度等を直ちに伝える情報

降灰予報

（定時・速報・詳細）

「降灰量」や「風に流されて降る小さな噴石」の範囲の予測を伝
える情報
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火山の活動状況に応じ発表される火山情報



【活動状況に応じた⽕⼭防災情報の流れ（モデルケース）】

地震増加

活
動
状
況 地震急増

地殻変動

噴
火
警
報

（
レ
ベ
ル
２
）火

山
防
災
情
報

解
説
情
報

火
山
性
地
震
増
加

(

臨
時)

解
説
情
報

現
地
調
査
結
果
な
ど

解
説
情
報

噴
火
警
報

（
レ
ベ
ル
３
）

噴火開始
（レベル2規模）

降
灰
予
報

（
定
時
） 降灰予報（定時）を3時間ごとに発表

(
臨
時)

解
説
情
報

解
説
資
料

噴
火
発
生

解
説
資
料

地殻変動
を伴う微動

噴火開始
（レベル３規模）

火
山
観
測
報

噴
火
発
生

解
説
資
料

噴
火
の
事
実
の
速
報

解
説
情
報

噴
火
発
生

火
山
観
測
報

噴
火
速
報

一
時
的
な
地
震
増
加

解
説
資
料

解
説
情
報

※

火
山
活
動
解
説
資
料
は
、

写
真
や
図
表
を
用
い
て
関
係
機
関

及
び
一
般
に
対
し
解
説
す
る
た
め

必
要
に
応
じ
て
作
成

解
説
資
料

解
説
資
料

※

噴
火
速
報
は
、
噴
火
が
発
生
し
た

事
実
を
す
ぐ
に
確
認
で
き
な
い
場
合
等

で
は
発
表
し
な
い
こ
と
が
あ
る

噴
煙
の
高
さ

噴
煙
の
高
さ

降
灰
予
報

（
速
報
）

（
詳
細
）

降
灰
予
報

（
速
報
）

（
詳
細
）

一時的な
地震増加

（注）ここで示す火山の活動状況は一例であり、実際は様々なケースがあります。

【モデルケース】 活動状況に応じた火山防災情報の流れ
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【噴火警戒レベルが運用されている火山】 【噴火警戒レベルが運用されていない火山】

種類 概要及び発表の時期

噴火警報・予報

噴火警報は、噴火に伴って生命に危険を及ぼす火山現象の発生やその拡大が予想される
場合に「警戒が必要な範囲」を明示して発表する情報（噴火警戒レベル２以上が該当）

噴火予報は、火山現象の状況が静穏である場合、あるいは噴火警報には及ばない程度で
はあるが火山現象の状況等を周知する必要があると認める場合に発表する情報（噴火警
戒レベル１）

噴火警報・噴火予報

 気象庁は、火山災害軽減のため、全国111の活火山を対象として、噴火警報・予報を発表

 噴火警戒レベルが運用されている火山では、噴火警戒レベルを付して噴火警報・予報を発表

 警戒が必要な範囲に応じて警報の名称が変わります。噴火警報（居住地域）を特別警報として位
置づけています。また、海底火山については「噴火警報（周辺海域）として発表します
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 噴火警報は、生命に危険を及ぼす火山現象（発生から避難ま
での時間的猶予が短い）に対する「警戒が必要な範囲」（生命
に危険を及ぼす範囲）を明示して発表

「警戒が必要な範囲」が火口周辺に限られる 「警戒が必要な範囲」が居住地域まで及ぶ

居住地域

居住地域

居住地域

火口

Ａ市 Ｂ市

Ｃ市 Ｄ市

居住地域
居住地域

居住地域

火口

Ａ市 Ｂ市

Ｃ市 Ｄ市

居住地域
居住地域

居住地域

火口

Ａ市 Ｂ市

Ｃ市 Ｄ市

噴火警報（火口周辺）
入山規制等が必要な市町村：

A市、B市、C市

噴火警報（火口周辺）
入山規制等が必要な市町村：
A市、B市、C市、D市

噴火警報（居住地域）
避難等が必要な市町村：A市、C市
入山規制等が必要な市町村：B市、D市

警戒が必要な
範囲の拡大

警戒が
必要な範囲

警戒が必要な
範囲の拡大

噴火警報の種類と「警戒が必要な範囲」

※ 警戒が必要な範囲は必ずしも同心円とは限らず、
火山活動の各段階に対して火山ハザードマップに基づいて設定されています

「警戒が必要な範囲」のイメージ

噴火警戒レベル２ 噴火警戒レベル３ 噴火警戒レベル４・５
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現在の噴火警報の例

火山名 蔵王山 噴火警報（火口周辺）

平成３０年１月３０日１４時３８分 仙台管区気象台

＊＊（見出し）＊＊

＜蔵王山に火口周辺警報（噴火警戒レベル２、火口周辺規制）を発表＞

小規模な噴火の可能性。想定火口域（馬の背カルデラ）から概ね１．２ｋｍの範囲で警戒してください。

＜噴火警戒レベルを１（活火山であることに留意）から２（火口周辺規制）に引上げ＞

＊＊（本 文）＊＊

１．火山活動の状況及び予報警報事項

蔵王山では、火山性微動が２８日に１回、３０日０時台および１４時台に１回ずつ観測されました。本

日１４時１８分頃から３１分にかけて発生した火山性微動の振幅は、これまで観測された中で最大のも

のです。また、坊平観測点の傾斜計においては、山頂の南方向が隆起する地殻変動が継続していま

す。

蔵王山では今後、小規模な噴火が発生する可能性があります。想定火口域（馬の背カルデラ）から概

ね１．２ｋｍの範囲では噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石に警戒してください。

２．対象市町村等 以下の市町村では、火口周辺で入山規制などの警戒をしてください。

宮城県：蔵王町、七ヶ宿町、川崎町

山形県：山形市、上山市

３．防災上の警戒事項等

想定火口域（馬の背カルデラ）から概ね１．２ｋｍの範囲では、噴火に伴う弾道を描いて飛散する大き

な噴石に警戒してください。

地元自治体等の指示に従って危険な地域には立ち入らないでください。

また、火口の風下側では火山灰や小さな噴石が遠方まで風に流されて降るおそれがあるため注意し

てください。

（見出し）
・発表する噴火警報の名称
・現在の噴火警戒レベル
・レベルの変更状況 を記載

（本文）
・火山活動の状況
・予想される火山活動に対する
警戒事項
・レベルの変更状況 を記載

（対象市町村等）

・警戒が必要な範囲に含まれる市町
村等及び含まれなくなった市町村等
を必要な防災対応ごとに 記載

（防災上の警戒事項等）

・火山現象に対し警戒すべき防災上
の事項その他注意すべき事項につ
いて 記載

噴火警報・噴火予報の例
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種類 概要

噴火速報 噴火の発生事実を迅速に発表する情報

火山名 阿蘇山 噴火速報
平成２７年９月１４日０９時５０分 福岡管区気象台発表
＊＊（見出し）＊＊
＜阿蘇山で噴火が発生＞

＊＊（本 文）＊＊
阿蘇山で、平成２７年９月１４日０９時４９分頃、噴火が発生しました。

・登⼭者や⽕⼭に⽴ち⼊る⼈々に対して、火山が噴火したことを端的にいち早く伝え、
身を守る⾏動※を取ってもらうために発表しています。テレビ・ラジオ・インターネット
のほか、事業者が提供するサービスを用いてスマートフォンでも入手できます
※⾝を守る⾏動・・・・噴⽕速報を⾒聞きした場所やその時の状況によって異なりますが、「直ちに下⼭する」、

「シェルターや避難⼩屋に退避する」、「近くの岩陰に隠れる」、「⼊⼭を控え⼭から離れる」

・噴火予報発表中の火山で噴火が発生した場合や、発表中の噴火警報における「警戒が
必要な範囲」を超えるような噴火が発生した場合に発表しています

・なお、以下のような場合には発表しません
・ 普段から噴火している火山において、普段と同じ規模の噴火が発生した場合
・ 噴火が発生した事実を確認できない場合

※⼭が⾒えないときには、地震計等のデータで噴⽕したと推定できた場合は、「噴⽕したもよう」として発表します

噴火速報

噴火が発生した事実を速やかにお知らせするため、火山名と噴火した時刻のみの情報
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種類 概要及び発表の時期

噴火に関する火山観測報

噴火が発生したことや、噴火に関する情報（噴火の発生
時刻・噴煙高度・噴煙の流れる方向・噴火に伴って観測さ
れた火山現象等）を噴火後直ちにお知らせする情報

【留意点】噴火が発生してから３時間以上経過し、現在は噴火が停止してい
る場合には、原則として発表していない

【平成29年10月11日 霧島⼭（新燃岳）の事例】

おおむね30分以上、連続的に継続して
いる噴火については、その状態が継続し
ている場合には「連続噴火継続」、
停止した場合には「連続噴火停止」
とお知らせします。

噴火に関する火山観測報
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種類 概要及び発表の時期

火山の状況に関する解
説情報（臨時）

噴火警戒レベルの引上げ基準に達しない程度に火山活動が
高まったと判断した場合、または高まりが否定できない場
合に「臨時」であることを明記して発表する情報

・ 「臨時」の発表であることを明記

・ 火山活動が高まったことを明記

・ 火山現象に対し警戒すべき防災上の警戒事項、
その他注意すべき事項等を記述

28
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種類 概要及び発表の時期

火山の状況に関する解説情報

発表中の噴火警戒レベル、火山性地震や微動の回数、火山活動の状況及び
その推移等とその解説事項や防災上の警戒事項を伝える情報

火山活動に変化があった場合は随時、噴火警報発表中の火山は定期的に発表

火山の近傍で地震が発生した場合などで、火山活動のリスクが高まったわけでは

ないが、火山活動の状況の推移などを伝える場合に発表します

・ 火山活動状況のお知らせ

・ 次回の発表予告

火山の状況に関する解説情報
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種類 概要及び発表の時期

火山活動解説資料
写真や図表を用いて、火山活動の状況や防災上の警戒事項について解説するた

め、随時及び定期的に発表する資料のこと。噴火警報や火山に関する解説情報
（臨時）等を発表した場合に、補足するために発表している

・ 噴火警戒レベル３（入山規制）に引上げたことを伝える

・ 噴火の画像や観測データにより、活動状況を伝える

【平成29年10月11日 霧島⼭（新燃岳）の事例】

火山活動解説資料
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種類 概要

降灰予報（定時・速報・詳細）
「降灰量」や「風に流されて降る小さな噴石の落下範囲」の予測を伝える情報

利用者の用途に合わせて３種類の降灰予報を市町村ごとに発表

①降灰予報（定時） ③降灰予報（詳細）②降灰予報（速報）

噴火警報発表中の火山の周辺で、
計画的な対応行動をとれるようにす
るために、定期的（3時間毎）に発表

火山近傍にいる人が、噴火後すぐ降り始
める火山灰や小さな噴石への対応行動
をとれるようにするために発表します。

火山から離れた地域の住民も含め、
降灰量に応じた適切な対応行動を
とれるようにするために発表します。

火山の近くで降灰や
小さな噴石の落下が始まる

火山から離れた場所で
降灰が始まる（噴火と降灰のイメージ）

①噴火前 噴火発生（0分） ②噴火直後（5～10分程度） ③噴火後（20～30分程度）

火山灰が降り積もり、降灰
量によっては被害が生じる

噴火の可能性が高まっている

降灰予報

降灰量階級表
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噴火時に18時間先（3時間区切り）までに予想
される、降灰範囲や小さな噴石の落下範囲を提供

噴火発生から１時間以内に予想される、
降灰量分布や小さな噴石の落下範囲を提供

降灰量の情報を、わかりやすく、防災対応が取り
やすいように伝えるため、降灰量を、降灰の厚さ
によって「多量」「やや多量」及び「少量」の３階級
に区分し、表現しています。降灰量階級表では、
それぞれの階級における「降灰の状況」と「降灰の
影響」及び「とるべき対応行動」を示しています

噴火発生から６時間先まで（１時間ごと）に予想
される、降灰量分布や降灰開始時刻を提供



【活動状況に応じた火山防災情報の発表状況（H29霧島⼭（新燃岳）事例】

地震増加

活
動
状
況 地震急増

地殻変動

噴
火
警
報
（
噴
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戒
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ベ
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）
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情
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解
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時
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５
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・
噴
火
警
報
（
レ
ベ
ル

）
発
表

噴
火
映
像
と
観
測
デ
ー
タ３

【霧島山（新燃岳）の実例】 活動状況に応じた火山防災情報の発表状況
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更に⽕⼭活動
活発化のおそれ



火山登山者向け情報提供ページの公開（気象庁HP）

http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/activity_info/map_0.html

各火山のページ（最新の活動状況）

各火山のページ（噴火警戒レベルリーフレット） 各火山のページ（防災マップ）

火山名を選択
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正しくおそれ、恵みを享受し、いざとなったときの備えを！

火山と共生していくためには、日頃から火山の恩恵を享受する一方、
噴火時等には防災行動が必要になります。そのためには、その山が
火山であることを意識すること、過去にどんな災害があったか、また、
最新の活動状況について知っていただくことが大事です

風光明媚な自然
平坦で肥沃な土地

温泉など観光資源 湧き水

おわりに
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地熱発電



・ 噴火警戒レベルの説明
http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/kaisetsu/level_toha/level_toha.htm

・ 噴火警報・予報の説明
http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/kaisetsu/volinfo.html#vol_warning_area

・ 噴火警戒レベル判定基準のページ
http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/keikailevelkijunn.html

・ 噴火速報の説明
http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/kaisetsu/funkasokuho/funkasokuho_toha.html

・ 噴火に関する火山観測報の説明
http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/kaisetsu/genshou_toha.html

・ 火山の状況に関する解説情報の説明
http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/kaisetsu/volinfokaisetsu/volinfokaisetsu.html

・ 火山活動解説資料
http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/monthly_v-act_doc/monthly_vact.php

・ 降灰予報の説明
http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/kaisetsu/qvaf/qvaf_guide.html

・ 降灰量階級表
http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/kaisetsu/qvaf/qvaf_class.pdf

・ 火山に関する情報の発表状況
http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/volinfo/volinfo.php
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